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は じ めに
著者らは先に男女の和服の熱抵抗を測定し別報で報告
した。 1)本研究は閉じ研究方法を用いて男女洋服の熱抵
抗を測定したものである。洋服は，和服が今日でも衣服
形態が改良されず画一的であるのに対して，普から短い
サイクルでファッションが生まれ千差万別の形態がある。
そのため単純に服種を分類することは出来ないし，また
すべての形態を追い求めるのは，とくに一つの着衣の熱
抵抗を測定するのに長時間を要するので，きわめて煩雑
である。本報告は著者らが数年間にわたって計測してき
たものを一指して報告する。単品衣類についてはかなり
多くの例を網羅したと思うが，それでも重ね着洋服の例
は未だ数が少ないと恩うので，ここでは中間報告とする。
実 験
子洋服の中には男子兼用のものも含まれている。
3.男子の重ね着洋服
表-3は，表← lに示した男子単品ぷ頬を組合せた重
ね着の種類を示す。服装は夏の軽設ーから春秋のカジュア
ルなスタイル フォーマルなスタイルおよび冬の重装備
を惣定して22種を選んだ。
4.女子重ね着洋服
表-4は、表-2に1[;.した女手単品衣類を組合せた重
ね着の積頬を示す。服装は四季を通じて種々の下着の組
合せを変化した上で，ワンピーススタイル，ブラウスま
たはセーター ・スカー卜スタイル，スーツさらに冬の重
装備やスポーツウェアを想定してお穏を選んだ。
以上の洋服について， 局所別熱低抗およびクロー債を
.Jt捌1)した。
実験結果および考察
実験は男女和服を計測したときの方法に準ずる。け供 1 男子単品衣類の局所別熱抵抗のプロフィールおよ
試々料はつぎのように分類される。 びクロー値
1.男子洋版の単品衣類 男子単品衣類の局所別熱抵抗のプロフィールを図 1(a) 
単品衣績は表一 1に示すようである。男子の場合は およひ'(b)に示す。クロー値は前述した表一lの右欄に掲
衣類の種類が女子の場合程多くないので，ネクタイの他 げてある。
シャツ類，セーター，カーディガンそれぞれ3種，卜レ一 先ず標準スタイルとしてビジネススーツの例を図の(a)
ナー，ベス卜，チョッキ守背広上衣それぞれ l種，ズポ に示す。ネクタイでも被覆した部分に保極力を有した。
ン2種，ジャンパー 5種，オーバーコート 3種の計25種 ワイシャツは前腕および腹の熱抵抗が服の打合せ部分と
を選んだ。 関口部分を有するために熱抵抗が低くなる。また前面よ
2.女子洋服の単品衣類 り後面のゆとりが大きいので熱抵抗も大きく，とくに上
単品衣煩は表-2に示すようである。その内訳は，ラ 腹後面が最大であった。チョ yキは逆に上腹部の前面が
ンニングンャツ 3種，ベスト 2種， Tシャツ 3穏，ポロ 大きくなる。背広の場合，上次は大腿の一部まで影響を
ゾヤツ 2種，トレーナー 4種，ブラウス 8種，セーター もたらし，上腕は前腕に比べて熱抵抗が大となるのは熱
6種，カーディガン4種，スーツ上衣2掩，スカート亙 気流が上腕に停滞するためである。また背は布がボディ
冬合せて15極，スボン類6種，ワンピース5種，オーバー と接するので胸より小さくなり，そのため上腹後函の熱
コー 卜10種，マフラー2種，パジャ73穏，エプロン穎 抵抗は最大になる。腹，腰は下方が関口しているので熱
5種およびスキーウェア 5種の計85種である。ただし女 抵抗は小さくなる。これに対してズボンは下腿を腹と同
本名古屋市立女子短期大学 程度に保温している。また後面にゆとりをもつので， 腰
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表-1 男子単品衣類の供試々料
穏別 材質
ネクタイ タテ:PET 100%、ヨコ:AS 100% 
こ料由カッターシャツ PET 65%、C35% 
ワイシャツ
PET 75%、C25% 
PET 65%、C35% 
長袖タートルネ yク A 70%、W30% 
セーター 長袖Vネック A 70%、W30% 
長袖丸首 ¥v 100% 
W 100% 
カーテeイ
ガ「ン
長袖Vネ yク W 100% 
W 100% 
トレーナー C 100% 
ベスト w 85%、N15% 
チョ yキ
ニニつ
背広上衣 表地 W 100% 
背広下衣
ぞろい
ズボン
表地 W lC泊%
一つぞろし、
mなし N 100% 
裏付 表地 W83%、A10%、PET7% 
ジャン
裏付 表地 W100%
パー
中わた入 表地 PET65% C 35%、~地 N LOO%、中わた PP，PET
中わた入 中わたダウン
スプリングコー ト 共布ベルト
オーバー 表地 C100% 
(裏付) ベルトなし
コート
冬用(長付) 表地 W 100% 
C:綿 W:毛 N:ナイロン PET‘ポリエステル A:アクリル
AS:アセテート PP:ポリプロピレン
重量 熱抵抗
(g) (clo) 
29 0.01 
137 O. 19
195 0.24 
206 0.30 
266 0.20 
279 O. 32
318 0.50 
282 0.34 
532 0.36 
395 O. 38
448 0.39 
126 0.19 
205 0.15 
846 O. 54
575 0.32 
4邸 O. 29
1626 O. 93 
215 O. 33
708 0.51 
797 O. 79 
422 0.65 
607 1. 01 
840 0.64 
783 O. 76 
889 0.71 
8fiおよび大腿部がそれより大きくなる。冬オーバーは上
半身は背広と同じ傾向を有するが裾が長いので腹腰郎か
ら大腿部までを同程度の保温力でカバーしている。
昨今の若者が裾を上にあげて腹部をふくらませ，服と し
ては短かく着る着方はこの欠点を解決しているといえる。
つぎに比絞的カジュアルなスタイルのときの上衣の例
を図 1(b)に示す。これらのプロフィールの傾向はかなり
類似しているが，相違点を指摘すると，カーディガンは
体幹部の前後面の差が少ないが，セーター，ジャンパー
類では胸部およひ'上腹部の前後商に差を生じ，それはジャ
ンパー ダウンウェアで顕著である点が背広上衣に似て
いる。ダウンウェアでは上腹前面，腹部の熱抵抗が小さ
いが.これはウェアの裾を下に伸ばして着用したからで、
( 2 )
クロー値はシャツ煩0.19-0.30，セーター，カ ーディ
ガン頬0.20-0.50，トレーナー (上ぷ)0.39，背広は上
衣 0.54，ズボン 0.29-0.32，チョッキ 0.15の値である。
昔から云われているように三つ揃いでおおよそ1.0クロー
になる。ジャンパーには裏なし.裏付き，中わた入りな
どがあり.裏なしで0.33，裏付き0.51-0.79，また中わ
た入りは0.65-1.01となり，ダウン入りのジャンパーは
それだけで lクローの保温力をもっている。オーバーコー
トは0.64-0.76程度で，ベルトをしめると保温力はやや
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表-2 女子単品衣類の供試々料
種 材 質
重量 熱抵抗
日IJ
Cg) (clo) 
丸首 C 100% 88 O. 12 
ランニ
ング
Vネック PET 65%、C35% 99 O. 14
丸首 C 50%、PET50% 106 0.13 
Vネック W 85%、N15% 135 O. 18
ベスト
Vネ yク(前突合せ、かぎほっく) 表地W100%、裏地PET100% 240 O. 14
丸首 C 70%、PET30% 120 0.16 
Tシャツ
3分袖
丸首 C 100% 112 0.20 
長袖 ハイネ yク C 50%、PET50% 190 0.22 
ポロ 3分袖 C 40%、PET60% 145 0.16 
シャツ 長袖 C 50%、PET50% 165 0.25 
3分袖丸首 C 100% 126 0.23 
トレー 5分袖(きもの袖)丸首 C 100% 216 0.23 
ナー 3分袖フード付丸首 C 100% 217 0.34 
長袖(ラグラン袖)丸首 C 100% 320 0.32 
袖無 C 100% 89 O. 15 
3分袖
衿(カ yターシャツタイプ)うす地 PET 100% 73 O. 15 
厚地 PET 100% 125 0.20 
ブラウス
5分袖 C 100% 105 0.19 
PET 100% 77 0.18 
長袖
PET 100% 125 0.23 
A 95%、W5% .182 0.25 
C 100% 123 0.25 
サマーセータ 一丸首 A 40%、C40%、N20% 152 0.11 
5分袖 " 丸首 A 55%、C45% 145 O. 15 
丸首 A 60%、C35%、W 5% 165 0.21 
セーター
ハイネ γ ク、胸ボタン W 100% 231 O. 22
長袖 メL首 W 100% 225 0.39 
W 70%、A30% 357 0.47 
V首目')ボタン A 100% 163 0.22 
カーディ 丸首"')ボタン A 80%、W20% 200 0.23 
長袖 |自iファスアー閉ガン 0.48 
ハイネ yク | A 50%、W35%、N15% 438 
開 0.41 
スーツ n')ボタン閉 表地 W 100% 0.41 
上衣 裏地 PET100% 
492 
" 院j 0.37 
ミニ(丈45)セミタイト、裏なし C 100% 174 O. 09
ミニ (丈52) " 、 11 C 100% 139 0.14 
スカー卜 夏用 (丈63)セミタイト、議なし C 100% 202 O. 15 
(丈68) " 、装付 表地C50%、PET35%、麻 159-e 249 0.19 
(丈70)ギャザ一、 裏付 表地 ・裏地 PET100% 157 O. 19 
( 3 ) 
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表-2 (つつ'き)
種 別 キオ 質
重量 熱抵抗
(g) (clo) 
(丈69)セミタイト、裏なし A.R 207 O. 14 
(丈71)スリム、 " 192 O. 28
(，，)セミタイト、 H 212 O. 25
(11)フレアー、 " W 85%、A10%、N5% 281 O. 23
スカー卜 合冬用 (11)ギャザ一、 " 333 O. 19 
(11)キュロッ ト、 278 0.21 
(郊7)スー ツ下衣、セミタイト、裏付 表地WIOO%、裏地PET100% 325 0.22 
ロング(丈95)セミタイト、裏付
表地W60%、A20%、PETI0%、
NI0%、裏地PETI00%
401 0.34 
ショート丈 C 50%、PET50% 186 0.06 
7分丈(裾外側関) PET 65%、C35% 199 0.12 
ロ ジーパン(ストレー ト) C 100% 回3 O. 17
ズボン類
C 100% 450 0.21 ン
グ W 100% 574 0.28 
丈 胸当付 C 100% 795 0.28 
フレンチスリープ、衿なし C 100% 223 0.25 
ワン 半袖、スカー卜(裏付、フレアー)、立衿 C 100%、スカー ト:基地PET100% 184 0.25 
ピース 身頃 ・スカー卜 ベルトなし 表地 W90%、N10% 431 0.52 
長袖 (裏付) 共布ベルト 裏地 R100% 441 0.51 
1.〆 (裏なし)共布ベルト W 90%、N10% 375 0.41 
ダスターコート(共布ベルト) 表地PE1ち5%、口5%、裏地RIOO% 633 0.45 
レインコート( " ) N 100% 160 0.35 
ベルトなし 表地PET5596、α596裏地PE1、l∞% 752 O. 72 
ライナー付コー ト
共布ベルト ライナー A70%、PET20%、NI0% 0.69 オーバー 777 
コート ベルトなし 表地 同上 425 0.55 向上ライナーなし
共布ベルト 裏地 450 0.48 
冬用コート(共布ベルト) 表地W93%、N7%、裏地pET1∞% 1290 0.63 
ベルトなし 表地 W95%、N5% 1174 0.74 
冬用コート
共布ベル卜 裏地 CU100% 1242 0.68 
半コート 表地W羽%.A52%刈%，裏地PET1∞% 642 0.60 
衿元で交差 W 100% 74 0.05 
マフラー
W 100% (カシミヤ)" 95 0.08 
半袖 C 100% 210 0.44 
ノマジャマ 長袖 C 85%、PET15% 395 O. 55
ネグリジェ(長袖、前iボタン) C 100% 242 0.46 
かっぽう者 C 100% 186 O. 27
エプロ C 100% 63 0.05 
サロンエプロン
ン類 C1∞% 120 0.06 
PET 70%、C30% 70 0.07 
胸当エプロン
C 100% 143 0.10 
( 4 ) 
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表-2 (つづき)
材 質
ID:il 熱抵抗
積 日1
(g) (c!o) 
ベスト (rllわた入) 小わた ダウン 262 。.55
スキー 中わた ダウン 635 0.90 
ジャケ γ ト(巾わた入)
中わた ダウン 0.99 ウェア 680 
ワンピース~f!スキーウ ェ ア 852 1. 10 
スキーズボン(肩lil型) 表j也Nl00%、rjlわた PET 185 0.50 
C:約 W:も N:ナイロン PETポリエステル 八・アクリル 1:レーヨン
表一3 男子洋服の重ね者の内容
総1f!慣 熱lIi抗
~ 下首額 外Ii.鎖
匂) (do) 
プリー 7、ランニングシャγ 半袖力 .，7 ズボン 729 0.48 シーャツ
2 パンツ、 3分袖ゾヤ‘人ロングパンツ " " 848 0.54 
3 プリー 7、3分袖シャγ、7分ズボン下 ワイシャγ " 952 0.62 
4 " " 1149 0.69 ト一一一
5 プリー7、長袖メャツ、ズボン下 丸首セー ター " 1261 0.99 
トー ー
6 ワイゾゃγ " 丸首セー ター 1467 1. 08 
7 H " カー ディガン 1271 0.85 一 プ1)-7、7分袖ゾ+γ、ズボン下
ジ(lャEなンパし)ー8 " " 1201 0.86 
申又、長袖シ+γ、ズボン下 " " カーデ(厚ィ地ガ)ン 1577 0.92 
10 申又、長袖ゾヤ J(ウー ル)、ズボy下 " " " 1651 1. 01 
1 申文 " " " 2005 1. 22 一12 長袖シャ J(2枚)綿、ウー ル混 " " クャンパー 2181 1. 30 
ー
13 ズボン下(2枚)綿、ウー ル混 " " カー デ(厚ィ地ガ)ン ジャンパー 2713 1. 43 
14 " ネヲタイ ズボン 178 O. 70 一15 " " " チョ yキ 1383 0.85 
16 " " " " 背広上衣 2229 1. 29 
1 " " " 
プリー 7、長袖ゾャ Y、ズボン下 " " 
冬オー パー 3118 1. 74 
18 " " " 背広上主 2024 1.16 
19 " " " " 冬オ バーー 2913 1. 68 
初 " " " カー ディガン 背広上衣 冬オー パー 3308 1. 79 
21 " 丸首セー ター " 背広I:Jx 2313 1. 41 I 
トー一ー
2 " " " " 冬オー パー 3202 」
小さくなることがわかる。 ロフィールも3下細にあらわしである。先ずフ ォー マルな
2.女子単品衣類の局所別熱紙抗のプロフィ ールおよ 洋服の例を閲2(a)に示す。女性の場合l主体幹前面の形態
びクロー値 が男子と異なるで 身体形状に合わせてつくる洋服ほど
女子単品衣類の局所別熱低抗のプロフィ ールを図2(a) 男女プロフィ ールに相違があらわれる。すなわち長袖プ
および(blに示す。クロー値は前述した表一2のお側に掲 ラウスはワイシャツと巽り，胸の熱抵抗が背よりも大き
げである。計測に用いた女子用サーマルマネキンは男子 く，上腹も前而が後部より大になる。しかしスーツ，オー
のそれよりも計調1部位が多いので，和服の場合と同僚プ パーコートは男子とほとんど変りなL、。胸と背との関係
( 5 ) 
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表-4 女子洋服の重ね着の内容
下 着 額
プラジャー
" 
ガードyレ
(ゾョート丈)
" " スリップ ハンテ4ン1グト同キ
" ガ(ローYド7ル1丈i " パキンテグイ(匿ス帥ト)っ
プう AIJ 
ガショードルト丈〕
パンティス
yプ トッキング
ブラジャー
" 11万ロンドグル丈)
" " ス7分リ袖ーマ パンテグ(イ陣ス地ト)ゴキン
" " " ペチコート パンテグ保ィス地?)ッキン
" " " スリップ " 
" 
シャツスリッ (7ワイ四ツ日ー)プ
グ(メッゾュ)liガメッドνルュ) キャiソール ハ，:;ティZトッキ:;1
ブラジャー ス7分リ袖ーマ スリップ (タウイーγリー )
" " " パキンテゲ(イ直ス愉ト1凶1Iガローンドゲル寸1
" " " " " 
" " " " " 
H ガー ドル 7分ズボy下 ゾソクス 7分袖スリーマ
‘' " " " M 
" " " " " 
ν " " " " 
" 
プラスリップ ハ，:;ティストッキング
" " 
ブラジャー ス7分IJ袖-マ スリップ
パyティス ガードル卜ッキング
" " " " " 
熱抵抗
0.05 0.10 
重量 熱底抗
外 主 額
包) (ck>) 
ワンピース 431 0.43 
e 492 0.46 
" 603 0.55 
" 653 0.57 
" 583 0.56 
" 434 0.42 
" 523 0.45 
" 655 0.54 
" 724 0.66 
" 750 O. 70 
" 689 O. 65 
" 576 0.52 
長袖セーター カンー(陣デ地ィ)ガ ロングスカー ト 1443 1. 21 
長袖ブラウス (スカー γト下車)スーツ上ti. 1317 0.88 
" " " 冬オーバー 2559 1. 28 
" " " 
ライナー 付 2094 1.30 コー ト
長T袖シ+ ツ 長袖セー ター スキーウェ7 1744 1. 51 (ワンピース塁。
" " " ~ベダスウトy人) 2006 1. 83 
" " ベ(ダスウトン人) Icスワキン ウエ7ピース型 2006 1. 86 
" " スキ ズーボン ダゾウンャ廿ット 2012 1. 70 
袖プ無ラウス i二スカー ト 325 O. 26 
半ブ袖ラウス スカート 465 0.46 
H " カー ディガン 665 0.68 
長ブ袖ラウス 長セ袖ーター ロングスカート 1208 1. 03 
" " " 半コート 1850 1. 61 
は男子も胸>背となるが，女子の場合はその差が男子に
比べていちじるしく大きくなっている。男子の背広とコー
トの違いは女子でも全く同様にあらわれている。スカー
トは女子特有のスタイルであるが，腹腰部に比べて大腿
部の熱抵抗の大きいのが特徴である。ロングスカー トの
場合下腿は保温されるが熱抵抗は大きくはなし、。それは
ロングスカートの裾は広く閉口するからである。しかし
下半身は大量の空気でつつまれ，しかも下腿で加温され
るので熱気流は上昇して大腿部に停滞し，大腿後面の熱
抵抗を最大にする。
つぎに比較的カジュアルなシャツ， セーター，ジャケッ
ト類の例を図2(b)に示す。男子服の場合と同様にこれら
のプロフィールはほぼ類似しているが，身体に近接する
シャツ，サマーセーターでは上腹前後面の熱低抗が胸背
図1.(a) 男子単品衣類の局所別熱抵抗のプロフィ-}レ より大なることが指摘される。またセータ一類， Tシャ
( 6 ) 
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図2.(a) 女F単品./x.責点の局所別熱低抗のフロフィー ノレ
ツなどの薄地ニ γ トの洋服は体表面にフィ y トするもの
が多く，そのため女子の体型でも前後面か密着して胸背
の差が小さい。
クロー イ直は， ランニングシャツ 0.12-0.14，ベスト O.
14-0.18. Tシャツ 0.16-0.22，ポロシャツ 0.16-0.2
ディヵー ン 0.22-0.41，スーツ上次0.37-0.41でそれぞ
れ布地の厚簿により熱抵抗に幅がある。スカートは夏用
は0.09(ミニ)からO.19 (ギャザー)，合冬用は0.14
-0.34，これに対してズボン頬は0.06-0.28である。
さらにワンピ スーは0.25-0.52，バジャ <'0.44 -0. 5. 
エプロン煩は0.05-0.27の種々がある。 スキ ーウェア
はベストで0.55，上衣は0.90-1.10，下ぷO.50と大き
い熱低抗を釘する。一般に重量の大きいものほと熱抵抗
が大となるが，表-2で例えば683gのジーパンの熱抵抗
が0.17であるのに対して，ほぼ同祉の680gのスキーウェ
ア(ジャケット)は0.99クローの値をもっ例もある。こ
れはジーンズが厚地ではあるが一枚布でしかも下肢に密
着する服であるのに対して ジャケ y トが中わた(ダウ
ン)入りでゆったりと上半身をつつむ洋服であるからで，
同一重虫でも素材および服種の相違が熱ほ抗に影響を及
ぼす最もJJi.nな例である。しかもこのよ下次スタイルが
2-3年前に見交ともに流行したことは周知の通りで，
上下半身がこのような熱的アンパランスをもっていたの
に拘らず好んで用いられたのは埋解に苦しむところであ
る。
3.男子重ね渚の局所耳IJ熱f底抗のプロフィールおよび
クロー値
図3は表-3に示した重ね若からえらんだ例を示す。
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服はたとえば前腕部の保温を増大させるために長袖シャ
ツを着ると，上腕および体幹までもが増大し.部位間の
ばらつきは解消されないという欠点がある。老令者のた
めには，たとえば前腕部のみをおおう部分衣がもっと普
及してよいであろう。
つぎに各厳重ね着のクロー値は表-3の右欄に示しで
ある。夏の軽装の0.48カ逸ら冬の重装備の1.87までのクロー
値が得られている。衣服重盈は729g-3308gの範囲にな
る。男子服の場合は服のスタイルが限定され，重ね着は
その組合せになるので，重量が大なる程クロー値が大き
くなる傾向がある。昔から気温210Cで1.0クロー，約25
℃で 0.5クロー，約120Cで 2.0クローの着衣をすれば安
静状態で快適であるとされていることを参考とすれば，
最近の大阪の衣生活はほとんど表に示した重ね着でカバー
できると云えよう。
図2.(b) 
図中の番号は表-3左側の試料番号に同じである。図に
示すように重装備をするに従いプロフィ ールの熱紙抗の
レベルは地大している。④⑤は同一下着であるが外衣が
ワイシャツのみとセーターのみとの相違を示す。セーター
を着用した方が熱抵抗はもちろん大きく，ただワイシャ
ツの場合は裾をズボンの中に入れるため，上腹後街では
布が身体に近後して熱抵抗が小さくなる。大腿，下腿は
いづれもズボンのみの熱抵抗である。つぎに⑬は標準的
な背広三つ揃いスタイル，⑬はチョッキはっけないがオー
バーをつけた冬着スタイル，⑫はチョッ キの代りにセー
ターをつけた重装備のスタイルである。これら3種のス
タイルのプロフィールの傾向は，冬オーバーの有無が上
腹前後面の差に影響しているが，，まぼ類似していると云
える。そしていづれも④⑤の傾向とは異なる。⑬⑬⑫は
熱抵抗は大きいが郎位聞のばらつきが大きく ，とくに前
腕，下腿部の他1'tが小さいことが指摘される。一般に衣
(8 ) 
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図3.男子重ね若の局所別熱低抗のプロフィール
4.女子重ね着の局所別熱t底抗のプロフ ィールおよび
クロー(直
図4は表-4に示した重ね若から選んだ例を示す。関
中の容号は表-4の左側の試料番号に同じである。
岡に示すように①のプロフィ ールは織も簡単なワンピー
ススタイルで，胸部および上腹前面の熱低抗が大きくな
る女チ洋服の!典型的傾向を有しているが，ワンピースで
あるから身体は同一材料で被裂されるので，部位聞の熱
抵抗のばらつきがきわめて少ないのが特徴である。⑬⑬
は長袖ブラウスにスーツをつけた場合と.それにオーバー
をつけた冬着スタイルである。①に比べて各部位聞の熱
抵抗のばらつきがいちじるしく大きくなる。⑪⑬は胸，
背の熱抵抗の差は非常に大きt、。背は洋服がどのような
形態でも布が身体に密着し気温の高い空気が存在でき
ないからであるが，この不都合な現象は女子服の場合に
とくに指摘される。また下腿部が全く保ー温されていない
ことがわかる。⑮はl司じ冬着スタイルであるが，ロン
グスカートに、ドコートをつけた場合である。⑫のス キー
服スタイルのときも問憾であるが，上衣のみの洋服をゆっ
たりと身につけると胸，背の差を少くすることがきる。
その代り上阪の前後面に差を生じ，後函の熱抵抗を尚め
ることになり，それは腰にも及んでいる。 ζのスタイル
は上半身の部位聞の熱j抵抗のばらつきを少くするのに役
立っているが.その代りに上半身と下半身の差を大にし
ていることに注凶しなければならない。
各積ruね着のクロー(直は表-4の右欄に示しである。
クロー他は夏の軽装0.26から重装備のl飴までの範囲で，
夏の袖なしブラウスとミニスカートの組合せを除くと.
男子服の場合とほぼ同様の範閉をカバー していると云え
るが，ぷ服重畠'i431g~2559gで男子服よりも少い。表
の①~⑫を比較すると同一ワンピースを用いた協合，下
積の多少による保温効果は0.43-0.70でそれ程広範囲を
カバーしないことがわかる。またロングスカー卜は大き
なクロー1直をうるに役立つことがわかる。
3 重ね渚洋服のクロー値と重ね着を情成する単品衣
類のクロー値の総和との関係
図5は男子および女子重ね着クロー値とそれぞれの重
ね若を偶成する単品衣類のクロ ー値の総和との関係を示
したものである。図によれば両者の関係は男女とも略一
致している。
さて~者らは別報， 3 において約 lクロー以下の重ね
者について関係式を見出した。そのときは男チ服と友子
服に相違が見出されると報告してきた。その2をは符かで
あるが皮下重ね者は男子重ね着に比べるとt<n日間隙が大
きいことに基づくと推定した。同様の事実はSpragueり
らも示しており，しかも筆者らとほぼ同じ関係式を見出
した。両式はつぎのようである。いま tji品ぷ類のクロー
{自の総平日をEX，重ね着した服のクロー値をYであらわ
すと
児子 y=0.708 (LX) +0.052 (花田)
y= 0.727 (EX) +0.113 (Sprague) 
友子・ y= 0.828 (L.X) -r0.013 (花田)
y= 0.770 (L.X) +0.050 (Sprague) 
なおNevinsらS は Spragueの式を簡単にして
y= 0.8X十0.05
で卜分であるとした。
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図5
花田他:男女洋服の熱紙が
しかしながら重ね着量を大きくすると，すなわちクロー
値が大きくなると.男女服の相違はほとんどあらわれず，
また男子の場合カジュアルな服を測定すると lクロー以
下の服でも女子の場合と同様のやや大きなクロー値をも
ち，結局男女ほとんど変らない結果が得られる。この事
実はOlesenらs)も指摘しており，同氏の計測法はやや
本計測法と異なるが，男女服を合せて
1 cl=1. OOI 1 clo 
ただし iクロー以下については
IcJ=O.85IIclo+O.25 
なる関係式を報告している。ここに 1cloは単品衣服の
クロー値である。
本実験では中間報告であるので，関係式を求めるのは
早計と思われるが，図 5を見るとOlesenと同じ傾向の
関係式が得られることがわかる。しかし今後より多くの
重ね着例を実験する必要がある。
要 約
男女洋服の保温力を男子用および女子用サーマルマネ
キンを用いて計測し，局所男IJ熱抵抗およびクロー値を求
めた。計調IJ内容は男女洋服の噂品衣類とそれ重ね着した
場合についてである。
洋服は男子と女子では形態が異なり，単品衣類の局所
別熱抵抗は男女が兼用出来るものを除くと，それぞれ特
有の傾向をもっ。しかし重ね着については両者とも約O.
4-1.9クローの範囲の保温力をカバーする。ただし，そ
れに用いられる衣服護量は女子の方が少なくてすむとい
--121-
える。また男女服ともに重ね着する湾各部位聞の保混力
のばらつきが大きくなるので，保温力の低い部位のみを
おおう部分衣を検討することが考えられる。なお本研究
によりかなり多くの男女単品衣類の保温力が得られ一覧
表をつくることができた。
さらに最近の男女洋服の重ね着クロー値とこれを権成
する単品衣類のクロー値の総和との関係はほぼ同一関係
式で表わしてよいことが指摘された。しかし関係式はもっ
と重ね着例数を増加してから求めるのが妥当と恩われた。
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Summary 
The thermal insulation and thermal characteristics of male and female clothings were studied by using the male 
and female thermal manikin. The regional thermal resistance and the clo value of the individual garment and those 
cnsemble clothings were measured. The male and female clothing showed the peculiar profiles of the thermal resistance 
individually， because the form between the male and female individual clothing was different. The clo values of the 
male and female clothing were almost the same and those values ranged from 0.4 to 1.9 clo. However， the weights of 
the female ensemble clothings were light compared with those of the male ensemble clothings. In general， thermal 
resistance among the regions became dispersed according to the increase of the numbers of the ensembles. The table 
01' the clo values of the male and female clothings was prepared. It was indicated that thc relationship 01' the clo values 
between ensemble clothings and sum of those individual garment showed the same tendency for both male and female 
clothings 
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